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『政治的天才フランシスコ教皇　オバマは彼に学ぶべきだ』2014.01.17

米政治メディアPoliticoにNorte Dame大のCandida Moss教授が載せた記事：
『政治的天才フランシスコ教皇　オバマは彼に学ぶべきだ』2014.01.17
The Political Genius of Pope Francis

This guy could teach President Obama a thing or two.

2014.02.14　和訳　rev.1　齋藤旬

　去年の年末、オバマ大統領はスピーチ原稿に目を通していた。経済的不平等に関するものだったが、一つ注文をつけてライターに返した。教皇フランシスコの最新の勧告Evangelii Gaudiumから一つ引用せよという注文だ。
　そして12月4日のオバマのスピーチは以下の様になった。「先進国で不平等が広がっています。丁度先週、教皇フランシスコがこの件に関し分かりやすく述べたことを覚えていらっしゃる方も多いでしょう。そう、彼はこう言いました。『ホームレスの老人が路頭で死を迎えてもニュースにはなりませんが、株式市場で株価が2%下がるとニュースになります。これは一体どうしたことでしょうか？』、と教皇フランシスコは言いました。」
　この引用による効果はそれほど大きなものではないが、政治の場で挙げられたことでフランシスコの名前は、オバマの政策に信用を付与するのに相応しい権威があるものとして、人々にしっかりと記憶されたのだ。
　オバマと前教皇ベネディクト16世との関係と比べてみよう。2009年、Vaticanを訪れた際オバマは会談の終わりに、報道によればこう述べた。「我々二つのcountry間に強い関係が」築かれることを期待する、と。エッ、我々のcountries。確かに、教皇はVatican国家の首長だが、それは教皇の主な仕事ではない。ベネディクト16世に対してはオバマは、単にpolitical parity（政治的対等性）を認めただけであって、そのmoral権威を認めたわけではなかった。
　しかしフランシスコに対しては、ことは大きく違ってくる。上述の12月の演説で取り上げた際に、オバマはフランシスコをmoralのお手本であるとし、更に、本質的に現世的な事柄に関しても行動モデル（model for action of a decidedly temporal nature）である、と言及した。一体これはどうしたことだろう。まだ50年しか経っていないのに。即ち、米国初のCatholic大統領John F. Kennedyが、「私は教皇から指示を仰ぐようなことはしない」と宣言してから、まだ50年しか経っていないのに。
 ここに、教皇権威（papacy）としてのフランシスコの天才性を見ることができる。彼は世界を納得させたのだ。即ち、彼は政治家ではない。たとえ政治的活動をしたとしても政治家ではない。世界で最も政治的影響力を持つ人間と言えるが、政治家ではない、と。
　今週（1月13日月曜日の週）の初め、国務長官のJohn Kerry（彼はCatholic）は、Vaticanを訪問した。その際彼は言及した。即ち、「ええ、よく承知していますよ。the Holy Father（教皇）がオバマ大統領とここで会いたいと期待していることを。更に、大統領も教皇への訪問会見を待ち望んでいることを」、と。フランシスコとオバマは共通することが多い。二人とも「史上初」で選出された。オバマは史上初の黒人大統領。フランシスコは史上初の南米出身で、史上初のイエズス会出身の聖ペトロの継承者、即ち、教皇だ。二人とも、各々の持ち場はその深部から二分されたものではあるが、各々のconstituencies and institutions（構成員と制度）をpreside（差配）する立場にある。また、この二つのconstituencies and institutionsとも、競争力のない官僚とスキャンダルとに苦しめられている。更に、二人とも当初はメディアから、「前例ない経緯で権威についた」として寵愛され、「希望に満ちた新時代に導く者」として到来が告げられたのだ。
　しかし支持率においては異なる。現在、フランシスコはオバマの二倍を優に上回る支持率を得ている。
　二人の会見が何時かなうか分からない。具体的日時はまだ明らかにされていない。が、その際、オバマは是非フランシスコに「政治」について教えを請うべきだ。恐らく幾つかのアドバイスをもらえるだろう。
　オバマが大統領についた頃、世界は金融メルトダウンの最中だった。フランシスコが去年3月に教皇に選出されたのも、混乱のさ中だった。前任者ベネディクトが、任期たったの八年で1415年のグレゴリオ12世以来600年ぶりの「存命中辞任」をするという混乱の中でのことだった。
　フランシスコが直面した難問は多種多様だった。教会参列者は欧州でも北米でも激減していた。南米、アフリカ、中東では、飢餓と少数民族迫害という差し迫った問題があり、そして、世界中で、聖職者の小児性愛スキャンダルで平信徒たちが動揺し、種々のmoral問題を巡ってどれを先決問題とすべきか意見が大きく割れていた。例えば、同性愛の結婚や妊娠中絶の問題と、貧困や格差の様な社会問題と、どちらが先決問題かで割れていた。
　フランシスコは先ず、教皇職につきものの富と権勢を払い落とすことから始めた。彼は、豪華な教皇宿舎に住むことを拒否した。装飾の多い教皇祭服を拒み、大衆車フォードのフォーカスに乗ることから始めた。先代のベネディクト16世が移動用に使用していたのは、ルノーの特注車やBMW・X5、メルセデス・ベンツの車など高級車だったが、それらとはかけ離れたイメージだ。たちまちフランシスコは「人々のパパ様」と呼ばれるようになった。オバマに言わせれば、「someone who walks the walk　歩道を歩く一般人」になった。
　さらにもっと「ぶっ壊して（disruptively）」いる。フランシスコは自らを罪びとと宣言した。確かにそれは、Catholic神学に沿った儀礼的宣言だったが、教会指導者にしては稀な正直さを帯びた宣言だった。そして、権力を持つことを拒否し、自らを教会の一般大衆と同列であるとした。権威を振りかざすことなどもってのほかといった趣だ。隠し事を全く無くし、大勢の熱烈なファンを獲得した。
　謙遜の中にこそpowerがある。人類学者のVictor Turnerがその著書The Ritual Process『儀礼の過程』において、自己卑下の儀礼が如何に参加者の気持ちを高めるかについて説明している。また、謙遜になるには、それが行動をとおしてにしろ性格をとおしてにしろ、予め何がしかの社会的powerを持っていることが条件となる。ちょうどそれは、十分な食べ物を持つ者だけが、絶食の儀礼を行える様なものだ。あるいは、強い自意識を持つ者だけが、諦念を美化できる様なものだ。
　その様なことがフランシスコについて言える。狡猾さなど微塵もない一方で、事務室にこもることを避け、政治的諸問題に関する彼の信用力を高めることに成功している。「シリア戦争が始まるか」という問題では、フランシスコは気概を持って論戦に加わり、「軍事力による解決という不毛な試みは一切排除すべきだ」と世界中の指導者に呼びかけ、聞き入れさせた。#PrayForPeaceというツイッターで意見を発信し、国際的に「絶食と祈りの日」を呼びかけ、何万人もの賛同者を得た。
　信用力があるからこそ、功を奏した。嘘偽りがない。それでいて政治的でもある。フランシスコの場合、行使しなかったpowerが彼のpowerとして蓄積していくのだ。
　去年9月に出版されたAmerican MagazineとのインタビューA Big Heart Open to God: A Conversation with Pope Francisでは、「同性愛者の結婚や妊娠中絶の問題について、教会は何も発言することはありません（the church did not have to talk about gay marriage and abortion all the time）。」とフランシスコは発言した。この発言はそのまま広く報道され、瞬く間にフランシスコへの俗世からの恋の炎をあおりたてた。一方、この問題に多くの時間を割いてきて既にうんざりしていた伝統的Catholicの人たちの反感を買うことにもなった。
　しかしながら伝統的Catholicの人達もすぐに怒りを鎮めた。フランシスコが翌日すぐに妊娠中絶を”unjust”と非難したからだ。その後は”horrible”と彼は表現している。恐らく彼の使ったスペイン語表現は、米国司教団が先の大統領選挙で使った英語表現よりもソフトだったのだろう。いずれにせよ今のところ、彼の表現は、生命の神聖に関する伝統的教会の教説を大部分繰り返すものになっている。
　現代のmoralに関し、時宜にかなった一連の発言を神学的立場から行うことは、フランシスコにとって最も「腕の見せ所（divisive）」のテーマなのかもしれない。CNNの最新の世論調査によれば、米国Catholic者（齋藤補遺：米国人口3億人のうちCatholicは約8千万人。）のフランシスコ支持率は88%と大変良好だ。その内、「フランシスコはtoo liberalでもtoo conservativeでもない」と答えたのは85%に達している。
　しかしながらフランシスコは、中道派（centrist）でもないしcore messageを欠くこともない。彼のcore messageは、カリタスの実践（the exercise of charity）というものだ。従って彼の場合、彼のmessageはthe medium即ちその（カリタスの）伝達手段ないし媒体となっている。
　フランシスコのpersona的な謙遜さを示さないニュースが流れることは、実際、ほとんどない。Apostolic Palace（ヴァティカン宮殿）で毎朝privateなミサを奉げる以外は、自身の住居と決めた飾り気の一切ないthe Casa Santa Martaのチャペルで、フランシスコは祈りを奉げている。毎日、50人の聴衆に向かってぶっつけ本番の説教をしている。運が良い聴衆は、チャペルのフロアまで降りてくるフランシスコに会えることもある。実際今週、子育て中のお母さんたちがシスティーナ礼拝堂に「子育ての息抜き」に招待された。当然、お母さんたちはフランシスコとpersona的な接触をした。

　本来、教皇によるスピーチは、米国大統領によるスピーチと同様に、間違って解釈されそうな文言が潜んでいないかをスタッフによって精査され注意深く準備されるのが普通だ。しかしながらフランシスコは、準備されたメモを脇にどけて、原稿なしでスピーチすることで有名になった。彼の発言は、必ずしもヴァティカンのスタッフによって入念に精査されたものではないという事実は、却って彼の言葉に、一層の誠実さを加えることにつながっている。

　皆さんは驚かれるかもしれないが、ベネディクトはフランシスコとだいたい同じようなことをスピーチしていた。しかしベネディクトの言葉は、もっと控えめでもっと教条的だった。ちょうどオバマに似ている。ベネディクトは内向的な元教授で、時に堅物で高慢な人物と映る向きもあった。包囲網を狭められてヨレヨレになった組織を率いるために、幌馬車隊を円陣戦闘隊形にして、戦いの準備をするようなこともあった。
　それと対照的にフランシスコは、米国の政治評論家ならクリントン的魅力とでも呼ぶ様な所がある。子供達をハグし若者達とスマホで自分撮りを楽しむことで知られている。ついたあだ名は、Photo-Op Pope（シャッター・チャンス教皇）だ。撮られた写真の数々では、例えば、去年のイースターでは脳性麻痺の子供に駆け寄って抱擁し、病気で吹き出物だらけの男性を祝福し、子供の脚を抱えてだっこしながらスピーチを続けるフランシスコが写っている。辺境にある者達を大切にする彼の信条がそこには表れている。これこそ、人々の心を掴み、政治力を持つための「こつ」というものだ。
　フランシスコには、安全警備の囲みを破って人混みをかき分けながらその中にどんどん入っていく習性がある。ヴァティカンを抜け出すクセもあると言う。ホームレスをケアする晩には、しばしば潜んで抜け出すという噂だ。こういう行為を、教皇は禁止されている。なぜなら1981年にヨハネ・パウロ二世が銃で襲撃されたからだ。（これ以来、教皇移動用の専用装甲車が作られる様になった。）にもかかわらずフランシスコは、人々と交わることにとても熱心だ。彼は本当にa man of the peopleであり、そのためには生命の危険を顧みない。即ち、そうすることが彼の生き甲斐なのだということが分かる。
　

　とはいえ、オバマ大統領にはこの様な選択肢は有り得ない。それはそうだ。フランシスコがヴァティカン宮殿の門番儀礼衛兵スイス人達のスキをかいくぐるよりも、オバマが大統領Secret Serviceをけむに巻く方が数段難しい。ホワイトハウスでなくワシントンD.C.のどこか安いアパートに住むことも出来ないし、大統領専用リムジンに乗るのでなく彼のエコカーを自身で運転することも出来ない。
　そう、オバマが、謙遜で人なつっこいフランシスコのまねをするのは事実上不可能だ。オバマは常に自信に満ちていなければならないし、ホワイトハウスは国の方針を孤高に体現して君臨していなければならない。確かに、今週オバマがした様な、民主党上院議員達を呑みに誘う様なことは、人々に手を差し伸べるジェスチャーとしては悪くない。しかし、これがニュースになるという所に、こんなことは稀なのだということが表れている。
　「大統領自身が良い例となって人々をリードしなければならない。」と言い古されているが、フランシスコはこれを実践している。一体他の国の指導者の誰が、これほど明確なメッセージ性を持っているだろうか？　フランシスコの言葉は、血の通わない議論でなく非の打ち所ない行動によって裏打ちされている。フランシスコがSt. Peter’sのバルコニーでメモを脇にどけて話し出す姿や、人々と握手をするためにフロアにとどまる姿には、オバマが学ぶべき何かがある。
　司祭はミサ後に教区民に挨拶するのが普通だが、教皇フランシスコは依然としてこれも続けている。ヴァティカン内の小さなSt. Anna礼拝堂で教区民に挨拶している。権力者に対しても、彼は単なる司牧者として真理を語りかけるこの姿勢からreligiousな声明を発する。こうすることによって、彼は、政治おける制御ボタンを普段通りのスタイルで押していくのだ。例えばこのスタイルで、「裕福な西洋人は貧困者の死に荷担している」と非難する。この様にすれば、説教じみることもない。
　勿論フランシスコは、自身の経験を活かしている。世界の辺境地で司祭職を始めた経験を活かしている。教皇に選出される前、枢機卿ベルゴリオ（教皇フランシスコの本名）は、今ある様な「準・神聖」はほとんど持っていなかった。むしろ、アルゼンチンの“Dirty Wars”の仕掛け人側に荷担したのではないかと責められていた。これは実際には「シロ」だということになった。また、フランシスコは政治的にフェアだったとは言えない。即ち、ブエノス・アイレスのリベラル派からは、解放の神学 --- マルキシズムに基礎を置く宗教的ムーブメント --- を見捨てたとして非難され、また、保守派からは、社会的職務にかまけて福音宣教を充分に行っていないと文句を言われた。その様な枢機卿ベルゴリオが、風雪に耐えてついには誰からも愛される教皇フランシスコへと変身した。この事だけでも、支持率低下に悩むオバマにとっては、大いに勇気づけられることだろう。
　政治が如何に暴力的なものになり得るかを、初期の経験から学んだフランシスコは、何時どの様にpowerを使うべきかを学んだ。また彼は、従来の方法が未だに有効なことを示した。現代の情報洪水の時代においても、幾つかの大きなアイデアを具体化した上で旗振り役を続ければ、そのテーマに人々を再結集出来るのだということを示した。オバマ大統領も、フランシスコのこの大きな足跡にあやかっては如何だろうか？
以上。
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